
令和６年度 地域おこし協力隊募集ミッション案

ミッション 具体的な内容 卒業後の選択肢のイメージ

地域資源を活用！ 【起業・就業・継業へ向けて】
・地元食材を活かした食育、販売拡大方法の構築
・地域食材は豊富にあるが飲食店の選択肢が減っている
・地域の食文化を継承、新しい魅力（味力）の発掘など
・地場産品（農産物、水産物含む）で地域内循環の仕組みづくり
・地域の人手不足に対処して、地域の産業を守る
・熊・鹿ハンター歓迎。ジビエ料理、皮の活用、食肉加工場を作り
たい声

・各飲食店等での修行から自立
・家庭で引き継がれている食文化も特産品に
（新しい特産品開発も可）

・地域食材を活用した飲食店の起業・継業
・空き店舗を活用した地場産品スーパー
・地域内循環をさせる手立ての構築
・一次産業等の継業・就業

得意分野で発揮！
（自分の得意を活かした活動）

【経験や資格を活かした活動 浜益の暮らしを豊かに】
・各種資格が必要なこと 人手の確保（重機ＯＰ、電気工事等）
・働き手不足 浜ワークで経験を積む
・住宅不足 空き家改修（魅力的な住環境に）
・住民の集まれる場、地域情報発信力、伝統・文化の継承者も不足

・地域の企業へ就業
・一次産業＋αのマルチワーカー
・空き家活用方法の充実

今、浜益に必要なこと
①地域に必要なモノ、コトに取り組んでいく
②あらゆる○○不足の解消
③地域住民主体でやりたいを形にする

協力隊卒業後、浜益で自立して生活するイメージが必要
①キーワードは、起業・就業・継業
②地域資源の活用と得意分野での活動を組み合わせ、地域ニーズと応募者のやりたいことを形にできる体制構築
③浜益で暮らす魅力を感じ、移住を決断して来る。地域との繋がりを作ることの大切さ

◆募集期間（予定） 9月～12月 ※1月以降は新年度採用へ向けて取り組む
◆募集告知 市ホームページ、さっぽろ連携中枢都市圏、JOIN、SMOUT、

東京事務所等にてPR
◆12月7日 東京ビッグサイトにてJOIN主催の移住・交流フェアへ出展しPRと応募
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